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「意思決定者（DM：DecisionMaker）の評価規範の桝  

造やその重みが時間とともに変化していく状態を考慮  

した意思決定」を動的意思決定問題と呼ぶ。  

3． 動的意思決定文援システム   

静的な状態での多属性意思決定に対する有効な方法  

としては、多属性効川関数により選好解を決定する理  

。、 論があるまた時間的なDMの選好状態の変化を考  

慮した多属性意思決定I現題に対する方法としては、多  

属性効用1軋数を発展させた動的モデルの研究もある。  

ここでは動的意思決定問題の解決方法として、図1に  

示す動的意思決定文援システム（WDSS：Dynamic  

DecisionSupportSystem）を提案する。WDSSは、図2  

に示すモデル・データ・対話で偶成された従来のDSS  

に、l二記の多属性効周I対数などで記述されるDM－  

SurrogateModelと、DMの動的に変化する選好状態に  

連動して変化する代替案を生成するバーチャル・エー  

ジェント（VirtualAgent）機能を持ち、さらにDME’1  

身をDSSの枠糾みの中に組み込んだことを特徴とす  

る。  

3．1 動的意思決定支援システムの機能   

図1に示された動的意思決定文接システムの偶成要  

素の機能を順に示す。  

1．はじめに   

本稿では、動的な意思決定支援機能について考察す  

る。まず、意思決定問題として製品仕様決定問題を取  

り上げる。意思決定者は、ユーザとする。製品仕様決  
定という意思決定ステージにおいては、意思決定者  

（DM）の選好状態は設計結果としての性能により、  

時事刻々と変化していく。時間とともに動的に変化す  

る状態に対応した意思決定支援の仕組として、ここで  

は、バーチャル・エージェントを利用した方法を提案  

するとともに、動的意思決定支援システムの枠糾みを  

拉案する。  

2．動的意思決定問題   

部材型システムキッチンの設言＝H－J題を事例として考  

察する。例えば、顧客は、当社の3万以l二の部材を組  

合せることによって肪人キッチンの仕様を決定するこ  

とになる。言い替えると、部材の組合せによって生成  

される無限ともいえるキッチンを、デザインや使いや  

すさなどの属性によって評価し、属性の重要性を考慮  

しながら、選好がある基準を超えるものを購入すると  

いう多属性意思決定問題を解いているといえる。しか  

も、ショウルームでの展示キッチンや、カタログのサ  

ンプルキッチン等代替案を検討していくプロセスで、  

顧客の評価規範とその重みは時間的に変化していく場  

合が多い動的な多属性意思決定問題である。ここで、  

図1：動的意思決定支援システム  
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図2：DSSの枠組み   

1）DM－SurrogateModel   

効用埋論の多属性効用関数で示されるDMの避好   

構造モデルや、感性情報処理で記述されるDMの   

感性モデルや心理・生理モデル、又は、ルール   

ベースでのDMの行動記述モデルなど。  

2）バpチャル・エージェント（VirtualAgent）   

バーチャル・エージェントとは、自律性、祁互作   

川性、代行性のいずれかの機能を持ち（エージェ   

ントの機能より）仮想空間内のみで存在するも   

ので複数のバーチャル・エージェントが総合的な   

機能分担をしている。すべてのバーチャル・エー   

ジェントは、DM－SurrogateModelの処理結果に基   

づき次の代替案提案の為に必要な処理を行う。代   

表的なものには、代替案生成エージェントや快適   

性計測エージェントなどがある。  

［代替案生成エージェント］   

DM－SurrogateModelを評価塵確に、人工生命など   

の技術を月Jい様々な代替案生成を行う。図3に   

GAアルゴリズムを川いて作成したキッチンバリ  

エーション例を示す。  

［快適牲計測エージェント］   

代替案生成エージェントにより作成された代皆案   

をPMV等の快適性評価モデルを使った評価を行  

つ。  

3）マルチメディアデータベース   

言語・音声・映像などで記述されたネットワーク  

で検索できるあらゆる情報データベース。  

4）対象モデル   

様々な分析やシミュレーションを行うためのモデ  

ル群。必要に応じてバーチャル・エージェントに  

よりシミュレーションが実行される。  

5）代替案作成機能  

バーチャル・エージェントによって考え出された   

I裏13：GAによるキッチンバリエーション展側例  

代替案を実際に代替案体験システムで体験できる  

データに加工する。  

6）代替案体験システム   

バーチャル・リアリティなどの技術を用いて、実   

際の商品仕様をバーチャル・プロダクトとして体   

験できるシステム。システムキッチン設計仕様意  

思決定支援システムでは、バーチャル・リアリ  

ティでの疑似体験体験システムがある。  

4．おわりに   

DMの選好状態変イヒに連動した意思決定支援の方法  

としてバーチャル・エージェントを用いた意思決定文  

援システムの枠糾みと機能について提案した。この枠  

机みでは、意思決定を潤榔こ進めるポイントは代替案  

生成にある。木偏では、GAアルゴリズムによる生成を  

試みたが、今後他の様々な手法についても検討してい  

きたい。  
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